


















































































岡山医学会雑誌　第124巻　December 2012, pp. 275ﾝ276
病　院　紹　介
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のケアミックス型病院（110床）であ
る．
　一般病棟は３階に看護体制10：１
の下，大腿骨頚部骨折，腰椎圧迫骨
折，急性肺炎，腎盂腎炎を中心に治
療している．これら多くの患者様は
高齢者でしかもリハビリを必要とす
るため20床ある亜急性期病床を利用
する頻度が高い．結果，DPCに参加
することは困難である．
　医療型療養病棟は２階に看護師
20：１の下，重症パーキンソン病な
どの神経難病等を含め原則として
ADLが３以上の患者様の治療を行
っている．その中で酸素吸入や高カ
ロリー輸液が必要な患者様は約40％
を占め，重症な慢性疾患を治療する
傾向にある．この背景には，特殊疾
患療養病棟から発展解消して医療型
療養病棟に移行したことが影響して
いると思われる．
病院の理念と展望
　宮本整形外科病院の理念は，「患者
様が安心して医療を受けることがで
きる優しい病院をめざす」である．
何度と述べることになるが，当院の
置かれた地政上の問題，医療制度と
着実に進展している高齢化問題を鑑
みれば，当院の進むべき方向に脇道
はない．即ち，当院が直面している
現実を真摯に捉え，身の丈にあった
医療を持って地域に貢献したいと考
えている．ここに現時点における基
本方針を示す．
①　身の丈にあった post-acute, 
sub-acute 医療を中心に地域の医
療機関と緊密な連携を取り速やか
に・安全・確実に行う．
②　身の丈にあった地域の医療・介
護・社会活動を関連施設である社
会福祉法人恵風会と協調して行う．
　昨今の世界は政治，経済などにお
いて未曾有の混乱の中にある．私た
ちが立っている医療，介護の世界も
大変革なくして存在し得ないであろ
う．この混沌とした時代を生き抜く
ためには，私を含めた職員一人一人
が自己を磨き能力を高める以外にな
い．この方向性に立って如何に当院
をハード，ソフトの両面において変
革できるかが現在の病院に課せられ
た課題である．激動の医療界を生き
抜くことは険しく困難かもしれない
が職員一同全力で課題解決に努力す
れば明るい未来が開けるものと信じ
ている．
　最後に，当院の理念を着実に遂行
する為に今後とも関係各位のご指
導，ご鞭撻をお願いします．
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